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入入入入    場場場場    無無無無    料料料料    ※どなたでも聴講頂けます。    

 

 

 

 

 

 

 

 



――――――――    私私私私たちがたちがたちがたちが生生生生きているきているきているきている時代時代時代時代とはとはとはとは、、、、子子子子どもたちにとってどのよどもたちにとってどのよどもたちにとってどのよどもたちにとってどのよ
うなうなうなうな時代時代時代時代なのかなのかなのかなのか。「。「。「。「移動移動移動移動させられるさせられるさせられるさせられる子子子子どもたちどもたちどもたちどもたち」」」」のののの視点視点視点視点からからからから現代現代現代現代
をををを見見見見ることはることはることはることは、、、、大人大人大人大人たちのたちのたちのたちの考考考考ええええるるるる時代時代時代時代やややや教育教育教育教育のありのありのありのあり方方方方をををを問問問問いいいい直直直直すすすす
力力力力があるのではないかがあるのではないかがあるのではないかがあるのではないか。。。。あるいはあるいはあるいはあるいは、、、、今後増加今後増加今後増加今後増加するとするとするとすると予想予想予想予想されるされるされるされる、、、、
これらのこれらのこれらのこれらの子子子子どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの「「「「複数複数複数複数のことばののことばののことばののことばの学学学学びびびび」」」」をををを抜抜抜抜きにきにきにきに、、、、今後今後今後今後のののの
言語教育言語教育言語教育言語教育のありのありのありのあり方方方方をををを考考考考えることはできないのではないかえることはできないのではないかえることはできないのではないかえることはできないのではないか。。。。――――――――    

    

川上郁雄氏研究論文川上郁雄氏研究論文川上郁雄氏研究論文川上郁雄氏研究論文『「『「『「『「移動移動移動移動するするするする子子子子どもたちのことばのどもたちのことばのどもたちのことばのどもたちのことばの教育学教育学教育学教育学とはとはとはとは何何何何かかかか」』」』」』」』よりよりよりより    
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近年日本で増えている「日本語を第一言語としない子どもたち」は、「移動する子どもたち

（＝ 空間的な越境だけでなく、言語間、さらに言語教育カテゴリー間
＊
を

移動せざるを得ない子どもたち）」でもあります。この分析概念で 

子どもたちを捉えたとき、見えてくるものとは？ また、「移動する

子どもたち」のことばの教育学のあり方と、それが目指すべきことと

は？ 

子どもたちの「考える力」「生きる力」としての言語能力の育成という課

題に取り組む実践研究の第一人者・川上教授からお聞きします。 
 
＊
母語教育、外国語教育、継承語教育、子どもの言語教育や言語学習を表わすために 

大人が作った既成のカテゴリー 

 

  講 師 紹 介 
 

川上郁雄（かわかみ いくお）氏 

早稲田大学大学院日本語教育研究科教授 
 

1990 年大阪大学大学院文学研究科博士課程単位取得。博士（文学）。 

オーストラリア・クイーンズランド州教育省日本語教育アドバイザー、 

宮城教育大学教授を経て現職。専門は日本語教育、文化人類学。 

「移動する子ども」シリーズ他、年少者日本語教育に関する著・編書多数。 

 
 

                           【会場】越前市生涯学習センター 
福井県越前市府中 1-13-15 

                                  （越前市役所後ろ） 

 

聴講者数把握のため、事前にお申込み下さい。 
 

【お問合せ・お申込み先】 
 

越前市国際交流協会 - EIA 
 

福井県越前市府中 1-2-3 ｾﾝﾁｭﾘｰﾌﾟﾗｻﾞ 2F 
 

TEL:  0778-24-3389  
FAX:  0778-24-5951  
Ｅﾒｰﾙ:  info@e-i-a.jp 

 


